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東部支部の活動報告
丹那断層を歩く

浜田 俊*

地学会東部支部では、活動の一環として富士地学問好会と共催で、平成 14年 2月3日(日)に丹那

断層の実態と周辺の地形・地質を知ろうという目的で、講師に静岡大学理学部林愛明助教授を迎えて

巡検会を行った。当日はあいにく雨天であったが

30名ほどの参加があった。

菌南町丹那盆地にある丹那断層は、昭和 5年 11

月26日午前 4時 02分、伊豆地方北部を震源とす

る北伊豆地震で地表面にあらわれた(図ム 2)0

北伊豆地震はマグニチュード 7.0(7.3という記述

もある)、震度 6.0の直下型地震であった。

は箱根から修善寺までの約 30kmにおよ

2豆ii3i

ぶ。東側が北へ 2.6mずれた「左横ずれ断層jで 国 1.案内図(図書町丹那断層パンフレットより).

ある O 昭和 10年 8月7日、天然記念物として国の指定を受けた(写真 1) 0 

この地震が起こった時、地下では東海道線の丹那ト

ンネノレの掘削中であった。 トンネルは 2.1cmの「左

横ずれjが生じ崩壊、 3人の犠牲者を出した。この地

は259名である O 特に韮山、函南では死者

が多かったようだ。しかし、最も被害を受け易い断層沿

いの丹那、軽井沢、田代での死者は 2名だ、ったという O

東京大学地震研究所は、丹那盆地で過去 3自のトレ

ンチ調査 (1980年、 82年、 85年)を行っている O その

写真 1.Stopトlゴミ捨場.
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図2.Stop 3. a'-a--d'-dが裁頭谷.



結果、丹那断庸は過去 6000~7000 年の間に大小あわ

せて 9回の断謄活動を起こしていることが明らかに

なった。このことは約 700~1000 年の周期で断腸活動

を繰り返してきたことを物語っている O 現在は

公閤」として整備されていて、地下観察室もあり断躍

面を見ることが出来る 2、3) 0 

丹那、田代の地形を見ると、山の斜面に刻まれてい

る谷が丹那断層の通っている所で途切れており、裁頭

谷が形成されている(図 2) 0 断腐の西側の谷と、東側

の谷が約 1kmずれている O 丹那@田代を取りまく山 写真 2.Stop 1-2地下観察窓.

地は第4紀の多賀火山と湯河原火山によって形成され、東西の谷が刻まれ

た後に丹那断層のずれによって 1km動いて現在の地形になったと考えら

れている o 50万年に 1km、 1

火雷神社

2mmずつ左ずれしたことになる O

丹那断層のずれ跡がこの神社にもよく残っている O断層は神社の石段(断

の西側)と鳥居(断層の東側)のちょうど真中を通っている O

殿に対して約 1mほど北にずれている(写真 4)0

浮橋中央断層

浮橋中央断層は北伊立断層系の一つで、左横ずれで最大 3m西上がりの

横 2.4mの断層が生じている(写真 5)0

通産省地質調資所によって 1980年にトレンチ調査が行われた。その

果、 4000~3000 年前の地震と 1930 年の地震断層が記録されていた。

写真3.Stop 1-2 
地下観察室内の断層面.

寒い一日であったが、 した巡検会であった。案内してくださった林先生に感謝する O

写真5.Stop 5浮橋中央断層(→の下が鞍部地形).
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